
Title Yves-Guyot逝く
Sub Title
Author 永田, 清

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1928

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.22, No.6 (1928. 6) ,p.778(62)- 793(77) 
JaLC DOI 10.14991/001.19280601-0062
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19280601-

0062

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


m

ニ
十
一5
 

(

七
七
八)

Y
v

e
s

-
G

u
y

o
t

逝
く 

笫
六
號 

六
ニ

>

 

-

:

.
'

 

-

:

'

 

:
? 

.

.

.

 

-

 

.

.

.

 

.

.

 

•

 

.

.

.

-

-

-

-

-

Y
<:
n)
S
I
G,d
y
o
t 

i
 く 

.

.

. 

— 

.
 

...... 

-
 •

-
 

、

V

V'
,
;
'

左
の1.

篇
ば
、
咐
井
、
加
11
1
附
敎
授
の
懇
切
げ
嚀
な
る
.御
，甲
敎
を
伸
い
で
成
つ
.た
も
の
で
あ
る
。
，.，文
字
通
リ
赉
絍
を
呵
し
て
水
稿
を
雄
し
た
る 

■

は
ノ
ニ
に
-
骨̂
中
を
^
ゆ
ん
^
狀
す
る
浓
名
の
’微
斌
に
他
な
ら
ぬ
？ 

：

. 

,

.

.
1

0
1

-

の
生
泥
， 

■ 

, 

:

:

‘

 

ニ -
經
辦
政
策
象
ミ
し
て
ル

G
a

y
o

t

 

-
.
丨
 

-

;

H

现
，
論

總

濟

學

省

w

し
、
て
：

Q 

,

.、
四：結
論
，
.：

.
,

,

'

^

 o
f
-

0

1

 I

.ニ
/!
1
:
|ー
十
ニ
日
の
佛
觥
卜
。H

e
m
p
s

は
突
如V

J
し
て
洎
凼
主
義
の
闘
士 

Y
v
e
s
-
G
u
y
o
t

の
長
逝
V
J報
じ
て
®
る
。
 

G
l
l
y
o
t

は 

一
7\
四
三
尔
九
乃
六
日
を
以
て
小
办
都s

n
a
n

 (
c

o>tes-du-Nord )

R
生
れ
、敎
宵
は
主V

J

し
て
-
§
1 

R

K
て
ぅ
け
た
。
彼
の
別
父kves-Julien. G

u
y

 o
t

は
敎
養
fe
.6
學
識
あ
るR

e
n
n
e
s

の
法
雜
家
^
し
て
、
且
十
八
10
: 

紀
佌
il
w
火
革
命
運
動
の
熱
心
な
る
研
究
者
で
あ
つ
た
0.
®は

に

於

て

稀

^
見
る
藏
褂
家
で
t

、<
。
ぼ
ず 

Jcan-Jacques 

E
.
O
U
S
S
S
U
,

 

IVIOntesquieu, 

Diderot, 

cf A
i
e
m
b
e
r
t
,

 

Buffon, 
H
e
i
v

nJ'tius., 

cTHoibsich, 

L
a

 

Mettrie, 

rvla?y, 

roncliuac, 

d
T
A
r
g
s
s
,

 

M
a
u
p
e
r
t
u
i
s
,

父 

M
i
r
a
b
s
u
,

,

 

Q
u
e
s
n
a
y
,

 

G

fu.Iianf, 

E
.
a
y
n
a

.r'
A
d
a
m

 

Smith,

Lavcisier, 

, 

Jean-3aptfste 

S
A
y

等
：一
流
學
苯
の
薪
勒
の
み
な
ら
ず
、
北
ハ
の
他
货
際
技
術
の
f
猶
も

多

數

藏

.
し

_
v

届
：
 

た
。-
彼

は

孫Y
v
e
s
-
G
u
y
o
t

の
.生
れ
る
^
先
'立
ち
ー
八
四
〇
平
^
死
し
た
.る
.を
以
.て
、
直
锬
;1
;
|ハ
の
敎
育
に
與
る
ビ
こ
- 

ろ
は
な
か
っ
た
が
、彼

？
此
の
豐
常
な
る
藏
*
は
、Y

v
e
s
-
G
u
y
o
t
.

の
薰
陶
R
與
っ
て
カ
を
致
す
«
ビ
な
っ
た
の
で
あ 

る
o 

- 

•

幼
時
，ょ
0
架
敢
で
あ
っ
たY

v
e
s
-
G
u
y
o
t

は
、
十
三
才
■の
時
、.
水
*
た
ら
んV」

希
望
し
た
。
幸
^
し

て

家

庭

，ょ
0 

.の
’反
對
は
な
か
づ
た
が
、
ト
.ラ
.フ
ャ
>

ガ
ー
の
海
«
以
後
苹
和
^
.歸
し
.た
'る
歐
洲
の
海
.は
、海
上
に
與
名
を
馳
せ
ん
と 

す
る
-幼
念
切
士
の
意
氣
を
挫
い
.た
。
彼
.は

此

采

か

な

き

，涉

想

V
J捨
て
■て
、
赏
際
經
觀
學
の
舰
究
^
旳
ひ
、
金
融
叫
题 

W
究
の
爲
に
英
.國
へ
M'
ら
/L
S
し
た
が
.、
今
度
は
父
の
-反
.對
に
迺
っ
た
の
で
あ
る
。
此
若
き
學
徙
は
W
び
11
父
の
文 

诹
R

.

f、
痄
然
科
學
、
歴
史
、.
政
治
、
法
靴
を
學
び
、
猶
は
、
飽
く
事
：な
き
彼
の
，知
.識

慾

は

、

彼

を

.驅

っ

て 

R

g

a

&の

下
^
博

物

學

、

特̂
地

質

學

を

矹

究

せ

し

，め

.

.た

:°
此

の

知

識

が

、

や
，
が

て

.古
氹
.
學
、
人
類
學
の
矹
究 

R
於
て
役
立
っ
た
の
で
あ
る
_。
‘
此
の
顷
又
同
鄕
人u

u
p
n

ベ
の
影
響
を
ぅ
け
て
、カ
學
殊
に
航
空
學
k
®
し
く
典
哝
を 

1;
.
.か
れ
て
居
た
。
. 

：
：
_ 

.「

.

.一
八
六
四
年
遂
に
向
己
の
天
職
を
識
ぅ
、
著
述
家
..

VJ

し
て
，立
'っ
爲
k
巴
里
に
向
っ
て
出
發
し
た
。
父
は
激
働
.の
'辭 

を
與
ベ
て
日
く
、

「

行
け
、
而

■し
て
眞
の
ブ
ル
タ
丨

-ラ
ュ
人
の
意
氣
を
.以
そ
己
.の
欲
す
る
こ
ろ
、爲

3
ん
ビ
す
るV

J

こ

ろ
を
敢
行
せ
.ょ」

ど
。年

;»
ニ
十」

の
時
.で
あ
る
。

■'
.

.

.

巴
風
^
出
づ
る
や
、
!̂
^
仏
肖
の
航
.空
«
會
.に
入
ぅ
、
又c

onfe
r
e
n
c
e .

L
a
-
B
r
u
y

かre

や

c
o
n
f
6
r
s
c
e

 

M
o
f
.

 

V
J

云

ふ
.が
，如
.き
若
冷
操
觚
者
の
會
合
に
出
久
し
た
ノ
此
の
間
、s

p
v
e
p
t
e
u
r

及
び
；

b
i
d
e
r
o
t

論
を
書
い
‘た
が
、前
者
の
み
、

笫
一
一
十 
一.
S
 

(

七
七
九)

ベVes-Guyot 

.逝
,
< 

.第
六
號 

六
三



笫
'こ
十
.

11

岱 

C 
七
八
..〇
<.
v

vyes

;?;y-ot 

逝
ィ
，
 

0
^
J
.

;丨

一
ァ
丄
ノ
ナ
--
^
|
.の

末

は

-«
の
^

^
ヒ
^

0
.た
。
此
が
彼
;0
.

女̂
出
版
で
あ
る
。
此
の
著
作
1-
$
成
功
^
治
.め
た
.

V」

言
ふ
べ 

会
-で
；ぁ
ら
.ぅ
。
何
散
.な
ら
ば
、
"疋
に
-'
l
i
l
o
て
•知
名
；の
.士

-R
,認
；め
養
る
• i

Z

ろ

ビ
^

b
た
か
ら
で
あ
る
o 

ー
\
:べ
\ 

介
來
»
主

義

述

動

姐

る

.

,^
,
、

一

 

T

ム
：̂

*
.け
る
典
和
激
系
の
新
聞
.rl

n
d

rt»>pendant 

d
u

 

M
i
d
i

の
'p

fV 

V
J
1气

fh
、
 

の
«
戚
^
.努
カ
：し
.たo 

■'«
傾
的
',な
る
‘彼
の
行
爲
は
.、
遂
せ
治
安
^

に
觸
れ
て
、
一

.-
r
;i
l
の
■禁
鲴
k
處
せ
ら
外
た
。 

W
び
迅
M

R
歸
•へ
会
て
H

新
聞
の
政
治
記
事
®

w

k常
6
、
極
左
'の
共
和
®
委
M
,
#
k投
じ
f

.
,
而
.も
普
« 

戰
#
跑
る
や
边
敢
な
る
一

共

士ぐしし

て
戰
線
k
立

ち
胤
國
の
爲
k

マ
^
セ
ィ
エ.丨
ズ
を
絕
叫
し

た
の
で
あ
る
o
li
L
][
L
コ 

ン
ミ
.

ン
の
敗 

u
n
i
o
n

 

s
pr
.
o
n
a
l
e 

-des' C
h
a
m
b
r
e
s

 

s
y
n
d
i
c
s

 

-du 

c-o
m 
日 er-ce. e't

d
e
: Findustrie 

VJ. 

la 

Ligue 

rtpublicaine 

des 

droits 

de 

P
I
. VJ
の
融
合
を
謀
つ
た
o
.此
が
徙
嘮

ド

歸

.
し

た
爲
.、
■.共
和
*
 ie 

R
a
d
i
c
a
l

k
入 

A
y 

&

仙
の
«1
»

^
カ
む
る
亊
ど
な
つ
た
。
即
ち 

N
o
s

 

pr

n>'j.ug6s.politiques 

を

七

ニ

年

ド

、
：

les‘ Lieux. c
o
m
m
u
n
s

 

を
-七
.一!
W
R

./
1
版

し

又

冏

年

R

Histoil-タ
 de

w 

p
r
o
i
.n
l
'
t
a
i
l
o

s 
及
び
'Etudes 

sur 

les. 

Doctrines 

sociales 

d
u

 

cbristianlsq.e 

を
.著
し
て
^
,る
：。
後

者

は

>

”
W
D
S が

;&
.
&
&
1
1
.
1
-

§
:
^
要
寒
：̂

入
獄
-5
-
"
獨
p
す
る
，.

VJ M

•.ろ
.
 

V」

な
つ
た
の
'で
あ
る
。
.大

工

業

家

,、J
相

識

蟲

卷

っ
•た，
の
も
此
4

で
あ
.る
へ
.
翌
.七

四

部

cn
l

_
>
<'
o
y
e 

揾
ょ
6
鐵
出
せ
ら
れ
:^
市
#

«

ど̂
な
气
共
の
即
瞥
視
廳
の
不
正
部
件
を
摘
發
し
て
六
ヶ
月
の
禁
鋼
.(

七
七
尔
四 

/i
j
二
十
七
日
ょ
ぅ
十
ガ
ニ
十
七
日
迄s

a
i
n
t
e
.
p
a
a
g
i
e

^
入
獄)
及
.び
三
千
フ
ラ
ゾ
の
科
料
に
處
せ
ら
れ
だ
。
此
の 

後
外
リ
く
拟
倾
に
從
つ
て
及
た
が
八
}7
[
介
愈
"
ノ
}
ト
ル
。
タ
ム
區
ょ
-
0
\選
出
せ
ら
れ
て
代
«
士

(£
:
な
6
、
出

11
|

^

4

迚
励
k
活
蹓
し
た
。

遂
k

八

九

哔

ニ

刀

二

ナ

二
；：！I

、

持
つ
て
生
れ
.た
政
.治
的
.手
腕V

J

雄

！
！
.
、r
jlc
山
6
、

:c
部
火
は
.. 

c
n
r
a
r
d
l
r
r
c
h
c
i
p
e
t
f
t

間
一
八
八
九
年
ニ
乃
よ
-
九
二
尔
ニ
ガ
迄)

k
榮
達
し
た
。
九
三
尔
の
改
選
k
常
6
、w
び
®

1

區
ょ
ぅ
立
候
袖
し
た
け
れ
ざ
も
ゥ
被
の
棰
端
な
る
反
社
脅
主
義
は
.、
被
R
落
選
の
憂
目
'を
與
へ
れ
。
此
時
以
來
、

羅
_

敗
»;
_

_

«心

益

^

1

_主
義
擧
說
を
»
充
し
0;
:、
>

_
«:
:

«»'
學

者

歲

じ̂:
:

輯

へ

ず

雄

_

次

る

_

:£
:
振
：ふ
.
' 

W

W
な
つ
た
，.
一
九
〇
九
^
恩

師

o
. 

&
 

M
o
i
i
n
a
r
i

の
後
を
製
ひJournal 

d
e
s

扑co
n
o
m
i
s
t
e
s

の
主
筆VJ 

.>!
◊
、
 

死
に
至
る
^
殆
ん
ざ
悔
«
同
誌
^
執
筆
す
る
外「

>
叫
3

。
€ 

6
c
o
n
.
o
B
〖q
u
e

 

et 

fLnenci

ルre

及
.び

Co
ぶ
a.
。

誌

^

絕

え

ず
 

論
說
を
發
表
し
^
。
歐
洲
大
戰
起
る
や
‘
卜
邝
w C

a
u
s
e
s

 

et 

les 

c
o
p
s

ol'
q
u
s
c
e
s

 d
e

 la guerre 

(
1
9
1
5
〕

を

*

し

て

平 

和
運
動
^
盡
し
た
.-
.
0.該
»

は
彼
の
著
_作
中
、
金
融
問
題
の
諸
研
免
ど
共
^
、主
.耍
著
作
屮
^
屬
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
 

學
說
的
R'
見

れ

ばL
a
.
s
c
i
e
n
c
e

s'o
n
o
m
i
q
u
e
s

 

(

浓
一
版
一
八
八
一
部)

を
以
て
、
其
.の
.代
表
作VJ H

E

す
べ
き
で
あ 

ら
ぅ
。
此
の
卜

p.Science 

6
c
o
n
a
m
i
q
u
e

の
最
新
第
六
版
が
彼
の
長
逝
せ
し
共
の
n
r
R發
行
S
れ
た
る
は
又
奇
し
き 

緣
S
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。

斯
く
し
て
、c

u
y
o
t

は「

思
想
0.
|@
»

^
獨
ザ
7

無
用
な
る
_
豸
干
渉
の
愀
遛
<£
を
行
動
の
规
範
ビ
し
て
ハ
0
。
ー3
§ 

の
追
略
前
說J。

目

a
o
w 

6
c
o
n
o
m
i
s
t

a>-s, M
s
i
r
s
/

0
2
8
, 

p. 

3
2:6〕

八
十
1£
の
永
さ
往
涯
;2
:
z 

y

R
終
へ
た
の
で
あ
る
;0

■彼
の
主
要
著
作
目
錄
.
.

uinvstcur

Nos... Fr6c£̂
s politiques -、， 

-
 

!
.

J

n>
w
.
 

co 
日 mu

n

t/)

I,IistoiKe.ds'vpxol6taires.. 

■,
..

Etudes., sur ks. Doctrines: soci

巴es.:du....chrlsuanlsme

依 
ニ 
十
I
s 

(

七
八
一
し

:<ves-GUJCt 
逝
く

j
S
6
6

I
S
7
2
.

5b
7
:
3 

:00
7
3 

J00
7
3

第
六
號

六
.
L
d



m
ニ
十
一
一
怨'
 

マ(

七
八
一

」)

Y
V's
--o
'
u
yっ

t

逝

ぐ 

.
'•r
eHravaii-et: .les

'.i'T'rait6s:;de

'yooram,erc

o>

La. ..science.. 6
c
o
n
o
I
m
q

.de, et:.ses Jois'iBd.uctives.:

La-. Prostitution 
Lav-'FaJKille'.pichot. (

i'
.is〕

L
a

 

M
o
r
a
l
e

L

d*rganisation. m

 
巨 icipale 

4
0>Paris 

et. Londres:- 

L
a

 P
o
3
k
e

 

._
u デ F

<
s

 
バ

小

說
'^
,
.
.
:

.

.

Etudes, d
e
.
p
h
y
s
i
o
l
o
'
-
e
:
s
o
c
i
a
l

.

.
U
n

 

dr6le 

ハ
小
說

)

 

- 

Lettres 

s
u
r

pp
o
l
i
t

Q-ue 

colonia.le 

L

 

i
m
ao»
t
w
p
n

l
e

Hfl
>

<

r»
pf3
,

 

La., tyran

a.e

 socialiste 

-

.Les .principes' de.I. 7

009
:. et. lemocialis

s'e... 

.

.La-.proprl^，

.
o
r
i
g
i
n
.
e
.
:
.
.
e
t
.
,

rt
l
'
v
o
l
u
t

o,
n
,
,
t
h
^

o>.conlmuniste.

J
L
a
.
M

.om
i
e

 

de. la 

concurran,ce...

(ouesnay 

et.la 

pllysiocrp

rr.e.

Trois 

P
M
K 

M
i
n
i
s
t
^
e

 .des. Travaux. DubHCS- 

r
p,
.
 Coxn6die 

socialiste.

L
/

n-conomie-'-de 

PKffort

.

.

.

.

.

.

:
.
H
!
6
v
0
l
u
t
i
0
n 

-POHtique. 

ert
5
0
<)
I
p
l
e
:
.
.
d
e
;
r
w
s

hC
J
.
u
g
n
e

;.
:
: 

b
i
c
t
l
o
r
m
a
i
r
e
'
d
a

 ..COBmercev...de.i、I
n
d
u
s
t
n
e

 

e
t
.
.
-
d
e
.
.
.
l
a

「 

D
a
n
q
c
e

 

(
j
R
a
f
&
I
0
v
i
d
l
.
-

'n>
1; IGUyot; 

ノ 

L
e
s

 

conflits. d
u

 

I
r
a
v
a
i
l
.

 et: 

l
o
u
r 

s
o
l
u
t
i
o
n

 

M
V
P Co

m
d
d
i
e

.
 p

r
o
t
e
c
u
o
a
n
l
s
t
e

 

S
6
p
h
.
i
s
m
e
s
,

 s
o
u
i
a
i
i
s
t
6
s

a

Faits. 

i/c

o:no
!
n
i
a
u
e
s
.

■
La 

d

rt'
m
o
c
r
a
t
i
e

 

l
n
d
i
v
l
d
u
a
u
s
t
e

-.\:'.

Les.oh.emiils. d
e

.•
■
■,

fer- et la' 

.

.
g
r

o-
v
e 

.
L
a
:
,O
Q
e!i
J
.1
0I
V
-

par̂
wtat... .et. les.''sumclpalit

rt's::.

L
e
s

 .'rausew 

^

fr
w
:
c
o
n
s
^
a
c
e
n
c

n>
s .:de' .la 

2;uerr,e

M

oo
1
00
9
9

f

19.03

1905

1
9
0
7

1907 

1
9

 IT.

I
s
:

M 9I 5.

ニ
經
濟
政
策
家
と
し
ズ
の
^
与
良

,
.其生
师
を
以
て
知
ら
る
ゝ
勿
く
.、
彼
の
|1
1心
想
の
*

«を
.訊
ビ
て
fe
も
^
6
し
も
の
は
.
.伽
^
な
る
#
;A
主
義
で
あ 

る

:0
彼
は
.

Physiocrates, A.'Smith, J.:B: 

say,_H: 

Spencei

ノ M
4ccullo.c.h,

等
の
掏
由
|.
1
1心
想
^
繼
承
し
几
» 

充
じ
た
。
彼
^
從

へ

ば

「

個

人

的

利

益

，
は

文

1]
)
-
]
而
上
の
.主
翦
原
卿
カ
.で
あ
る」

。.

(

姊
一

〕

故
^

利
心
は
個
人
.k於
妙 

る
行
動
の
規
範
で
あ
る」

。.

.
從
カ
て
っ
進
步
は
人
が
人
化
及
す
强
僩
的
行
動
に
’反

此
例
し
^
人
が
物
^
及
す
行
動

i
 

斯

、
る
個
人
主
義
的
_
山
主
義
の
現
論
«
成
に
旌
接
影
容
せ
し
も
の
は 

恩

師

P

皆

M
o
i
i
n
a
r
i

の
北
ハ
れ
で
.あ
づ
，，.た
。

.

I

f
 

K從へ
-ば
：、
國
.家
は
、
' 唯
だ

顧

人

の

.經

濟

的

，
活

動

の

向

跑

^
行
は
れ.る
.が
如
‘含

澴

揽

を_
保

す

れ

ば

.足

m
l
l十

11

筋

S
A
B 

Yves-G

ほot

逝
く
 

S
ハ
敬
 

六
七

|

i
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二
.十

二

卷

(

七
八
四〕

Y
v
e
s
.o
i

趣
く 

■
 

0
S
 

六
八

6
る
..。
何
故
に
然
る
か
。
猇
.の
經
濟
的
.機
«
の
槪
念
.が
其
め
論
據
せ
な
る
の
.で
.あ
る
。.
即
ち
彼
は
斯
ぅ
考
へ
る
o
.
M 

#
並
に
偾
値
化
於
け
る
向
_然
法
則
め
作
用
は
、

働
的
R
.生
產
.ど
欲
望VJ

の
調
和
を
確
保
す
る
。

一
切
の
：贫
娴 

惑
^
.の
原
因
は
、
資
本
ど
.勞
働
き
.の
襴
係
に
於
て「

0

1
る
«
境
し
が
完
全
仅
實
現
せ
ざ
る
^
在
る
€
言
ふ
。
»
、 

る
樂
觀
論
的
幻
想
は
遂
R
, 

MOHnari 

‘を

驅

つ

，
て

極

端

な

る

個
人
主
義
者
介
ら
し
め
、
國
家
職
能
の
範
M
を
殆
ん
ざ 

哿
獬
な
ら
し
め
：た
の
で
あ
'る
。
被
^
從

：
へ
ば
、
、
生

歲

物

並

に

勒

勞

は

.ニ
つ
の
範
_
に
分
た
れ
る
。(

一
〕

個
人
^
必
：典 

な
る
_生
，產
物
並
ぱ
勸
勞(
其
の
消
«
が
個
人
的
な
.る
も
の
>
し
、(

ニ〕

舭
會
化
必
.驳
な
る
生
產
物
並
に
勤
勞
_ (

北
ハ
の
泔 

费
が
集
合
的
.な
る
%
の)

.

.
V
J
-T
C
あ
る
。(

0
の
個
人
的
消
«
仪
於
け
る
動
勞
は
根
本
的
に
私
的
企
業
に
放
任
3
る
べ 

さ
で
あ
る
。(

ニ)

の
集
合
的
消
费
R
於
け
る
動
勞
R
關
じ
て
は
、.國
家
の
.干
渉
を
認
容
す
る
。然
か
も
彼
は
特
k
、を 

の

作

用

の

範

幽

：を

制

»
す
べ
&
幾
多
の
方
法
を
求
め
て
居
る
。
即
ち
最
も
赏
：#
な
る
.，國
家
の
職
能
は
對
外
的
安
，全
の 

確
保
で
あ
ろ
、
锻
つ
て
»
の
職
能
は
私
的
且
兢
郇
的
經
濟
法
則
の
作
^

從̂
屬
す
べ
き
も
の
な
6
ど
考
へ
る
。
S

S
 

G
u
y
o
t

k
從
へ
.ば
'、「Moiinari

は
十
九
*li
t
,紀
k
於
け
る
知
的
記
念
物
た
る
べ
き
勞
作
を
遺
し
た
し
ヾ」

。
斯
く
の
如 

念

0
1
1
7
。1;
.の
斷
足
は
聊
か
«
端
^
失
し
て
居
る
樣
で
あ
る
。8
.五
.

〕

即
ち
、
生
來
極
端
な
る
獨
斷
論
者
で
あ
々
、
1L 

感
情
的
な
る
砌
士
で
あ
.つ
た
.
.

G
u
y
o
'

は
、8
:5

其
の
肺
の
個
人
主
義
.に
熱
.烈
苛
酷
な
る
威
情
を
與
へ
た
の
で
あ
る
。
 

(

跳
七)

.

.身
く
.て
'彼
は
_
潘
_

化

：載

す

る

表

も

熱

情

：的

#
る

:*
_

齋
0
«
年
^

ぐ
し
し
て 

T
y
r
s
n
l
e

 

$oclaliste ; 

L
e
s

 

Principes 

de. 

1
700
9 et le、

socikljs 
日e ; 

L
a

o
O
Ba'
i
e
 

Socialiste ; 

L
e
s

 

C
G
n
a
t
s
.
'
T
r
a
v
a
i
L
.

 etjeur. 

s

o.B
t
i〇n
.
.

; 

..sophlsBes..:sociaHstes. et' Faits: EconGmi.ques-; 

L
c

 

COIlccavisnle 

F
u
t
u
r

 

饵

r

.
 
s
o'o
V
H
S
B
e

 

- present 

.‘(Journal 

t
 

E
c
o
n
o
m
i
s
t
e
s
,

、J 
九
〇
六
牟
七
月〕

；

H
v
p sa

n
q
u
e
r
o
u
i
e

 

d
u

socialismc 

Scientif5que 

(

一
，
九

〇

七

年

ニ
 

力 

>
i
i
ss
i
ふ
事
が
出
來
る
。 

‘

彼
は
妣
脅
主
義

R
對
す
る
ヒ
夸
し

X
、
•保
誰
逆
幾
並
に
保
護
關
税
餘
に

.對
し

て

•«
つ
た

O
^
A
y共
の
武
器
は「

鱗

. 

S

偷
測」

て
.ふ

彼

，，
の
，
命

題

で

:&
る

、「

競

，#
の
，
偷

珊
ビ
は
如
何

o
彼

.はf

 

o「

遒
德
の
原
動
カ

»
何
處

k.
在
り
や
。
 

或
位
省
は
ん
、
.宗
敎

-。
然
ら
ば
：如
.何
な
：る
.宗
敎
が
人

_
の
..罪
恶
を
根

.絕
し
た
る
や
。

.又

富

は

ん

、

形

而

上

學

;°
然

か

 

%
如
.何
漆
る
粗
摩
者

V
J:«
も

、

n
K
ktt
し
な
い
の
で
あ
る
。
余

は

、
空
虛
な
る
言
說
を
以
，て
、
道
徳
の
原
動
力
を
主
觀

 

的
槪
念
攸
捏
逾
し
得
る
兄
は
偾
じ

;«
,:い
。
：
佘
の
观
備
を
以

‘て
す
れ
ば
、
遒
德
の
，原
.動
カ
は
殆
ん
ざ
一
世
紀
半
以
來
旣

 

R
近
代
文
明
屮

R
生
じ
來
つ
て
居
る
の
で
あ
る
，。
自
山
主
義
の
槪
念
は
、
個
人

^
對
し
て
は
精
カ
ど
活
動
ど
を
、
人
 

類
全
體

’R
關
し
て
は
、
親
切
，

V 」

信
賴

S
湘
苴
狄
助

S
を
坍
加
せ
し
め
る
。
該
主
義
は
傲
も
高
さ
道
徳
行
爲
を
鼓
吹
す

 

る
。
經
濟
的
競
爭
は
、
生
產
及
び
交
赖
を
站
礎
ビ
す
る
文
明

^
於
け
る
、
遒
德

.の
最
大
な

.る
原
.動
カ
で
あ
る」

べ
訑
丸〕

 

洵

R
、
彼

{(
:
從

へ

，
ば

、
|.
.|
1
|11
;
!競
#
は
經
濟
的
進
步
の
原
動
カ
た
る
の
み
な
ら
ず
、
遨
德
的
進
步
の
原
動
カ
で
も
あ
る
。
 

絕
對
的

自

ri
:
!
®
•制

度

，
の

も

VJ 

k
於y

行
は
れ
る
ほ
利
の
法
則
肽T

競
爭
の
，ft
现
し
な
.る
，龅
疇
杈
從
つ
て
、
人V 」

人

<!
'
- 

の
關
係
代
於
け
る
正
義
ノ
不
龙
義
の
，統
制
を
最
も
ょ
ぐ

.啓
示
す
る
の
で
あ
る

。

£
.
• 

.

斯
く
の
如
為
彼
の
極
端
な
る
樂
觀
的
傲
‘
任

說

ば

。

次

、
肖

山

競

.
®
^
代

ふ

る

k

Mh
•
連
帶
を
說
く s

o
g
a
r
i
s
t
e

 

の
反
對
ぞ
ぅ
け
た
。
特
it
s
d
e 

'

は
-多
.分
の
皮
.
®を
交
へ
て
德
楡
し
■て
居
る
。
&
く「

G
u
y
o
t
.

の
說
X
新
道
徳
は
：
"一. 

切
の
商
行
爲
を211

し

て

-
cn
e
r 

vice, r
e
n
d
u

ご
ど
す
る」

V
J
。

(

独一!
o

 

私
は
、
.彼
の
極
端
な
る
：個
人
主
義
が
そ
の
師
g

G

l

^

a

h

R

負
ぶ
所
以
を
前
述
し
た
。
然
も
兩
者
は
、
猶
ほ
次
の
. 

ニ 

a
た
於
て
根
本
的
相
違
を
：示
し
て
®
る
'の
‘で
あ
る
。

第
二
十
二
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七
八
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y
v
?
G
U
M
q
t

抱
.ベ 

筇
六
城 

七

.0

e )
.7
個
人
主
義
ゼ
民
主
生
義
ヒ
.の
_關
係
ゾ
：

，

■ 

■:

_「

:: 

V
V
.。 

f

l

.が
较
主
主
義
潘
排
し
た
る
に
汉
ん
、G

u
y
o
t

の
個
人
主
義
は
，甚
だ
民
-主
的
-で
あ
る
。
彼
は
f

y

w箪
命
：
 

裏

美

，

桃
3
西
.革
命
_の
精
.神
は
人
類
進
.化
^
於
.け
る
祉
會
上
政
治
.上
の
茈
碰
を
桃
成
す
る
。
然
る
に
彼
の
箸 

Les‘prindpes de 

1
700
9 et le socialisme 

及
び 

La d

o'mocratie i

.aividuaHste

R
山

れ

^

、
^

主

主

義

 

V
J>l
h

^

主
義
r
へ

疆

叢

_

_

の
■

_

佛
蘭
西
«
命
1 .
,

_

_

_

_讓

碧

_
^
^
^

法
ど
を
破
立
し
た
ノ
然
る
に
社
瀹
虫
義
は
、
契
約
の
，H
II
1
を
奪
a
、

階

級

を

弭

建

し

、

肋

產

の
！
：

打

化

を
'-
'
/
'
.
へ
、
旗 

.進
税
法
を
說
く
の
で
あ
ざ
。
.故
^
•
、ぃ
眞
.の
民
主
主
義
渚
は
'、
社
龠
主
義
渚
に
非
ず
乙
て
、
個
人
生
義
漭
た
ら
ざ
る
胃 

ふ
ず
ビ
言
ふ
の
が
彼
；の
結
論
で
ぢ
る
。
S

1
U
V.
.

.

 .

,

 

- 

.

.

(

ニ
‘

)

«
人
主
義
'ど
逍
徳
ヒ
の
關
係
ト
：
.

 

，
.

.

.

.

.

:

.

'
 

:
.

…

^
0
1

〖

目

〗

へ
は
近
代
^
於
け
.る
社
#
的
恐
«
の
原
因
を
«
て
*
濟
的
領
域
陶
^
見
出
し
.て
思
な
い
。
彼
は
其
の
脱
因 

%

;-
n
集
合
的
：統
治」

の
欠
陥
あ
る
作
川
、，
並
R「

個
入
⑽

.M
治」

の

.«
誤
即
ち
洛
人
に
於
け
る
道
徳
性
の
減
少
に
*

i
、、し 

■L
た

.故
に
‘ン
彼
の
政
策
論
は
.、
國
家
職
能
の
.制
限
ミ
^
:
!凼
な
る
辕
境」

べ
の
银
歸，VJ.

を
唱
ぺ
る
の
み
な
ら
ず
、
-- 

般
遒
.漉

.«
念
の
困
«
を
救
は
ん
-
す
る
.の
で
.，あ
る
.？ 

‘

•然

袭

o

f

は
.、
.韻
く
.の
如
^
精
神
上
、
宗
教
：4

.0
P
題
^
論
：U
な
-

s

 

oパ
楚
偷
論
者
で
あ
夂
货
證
主
義
者
-で
-
 

あ

:6
被
は
、
形
而
上
學
的
フ
宗
敎
的
及
セ
^
切
の
信
念
冷
ゎ
宽
全
^
蝉

脫

し
て
居
气
被
«

、
新
避
德
の
站
.
®
-
、

s

 

人
主
義
羅
說
の
完
成
を
、
經
濟
其
の
.も
の
ょ
6
杣
出
せ
/L
V
Jし
た
。
共
の
論
«
は
即
ち「

競
#
の
愉
叩
；

」

で
あ
る
。
彼
：
 

に

#

へ
ば
、
近
代

«|
:
舍

；̂
は
、
大
多
数
の
人
類
を
他
愛
に
翦
く
ど
こ

.ろ
の

1
徳
的

1£
1
カ
が
ぁ
る
。

分
勞
並
k
交
換
制

纪
.の
もvj 

k

て̂

、
各

人

は

、

，：

1
1:己
の
爲
‘の
み
'̂
>
ず̂
、.
‘他
人
の
爲
に
も
生
產
す
る
の
'で

--
^
る
。
斯
く
の
勿
く 

•於
ft 

的
に
し
て
、
經
濟
生
®
の

黎

た

る

I

は
、
形
而
上
學
的
、
_

遵

德

ょ

t

優

位

に

在

る

。

唯

.、
«

豫

撤
 

恶
9
ぉ
避
だ
る
^
に
は
、
向

!:
!
:
1放

任

.2
:
必
耍
ビ
す
る
。
生
'鹿
並
^
ー
父
換
に
於
け
る
内
然
法
.則
の
出
山
な
る
作
';
1
^
放 

任
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
國
家
の
干
涉
は
、
却
.つ
て「

利
他
主
義
を
し

て

强
烈
な
る

利
己
主
義
上
ら
し
め

る」

ビ

■

ふ 

の
で
あ
る
。
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第
二 
十
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.怨

0七
八
八
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)
.y ves-Guyot:

逝

く

m』

、
^

七
.ニ

.

〃

三
理
論
經
濟
學
者
と
し
て
の

G
u
y
o
t

セ
人
5:
'
.乳
に
-̂

く
^
の
政
&

^̂:
.先
人
^
負
ふ
ど
こ
ろ
«
め
て
多
き
^
反

し
;'
彼
0
. La

 Science 6conomiqs 

に
は
、:̂
の
獨
浏
性
が
窺
^
る
。cr

=
c

職
は
極
端
な
る
'.實
證
主
‘

者
で
あ
る
。
彼
の
俎
想
は
向
然
科
學
的
、擻
學
的
、
 

で
あ
る
.ど

R
a
y
n
l
s
d

 de 

w
.p
h
aは
言
つ
て
避
る
。
然
し
：

g

の
數
學
的V 」

言
ふ
意
味
は
、
決
し
て
ク
I
ル
ノ
I
や 

ソ
ル
ラ
ス
の
用
ひ
た
る
が
如
き
近
代
的
意
義
^
於
け
る
凾
數
理
論
の
意
味
で
は
な
い
。
唯
だ
經
濟
现
論
を
表
明
す
る 

k

菇
^
統
.託
的
利
料
に
山
.つ

:̂
之
を
^
識
し

./
2
.る
^
過
ぎ
.な
い
。
然
か
も
彼
‘の

特
徵
は
範
式
を
好
む
^
相
る
。
日 

く「

人
は
行
爲
の
勋
機
を
取
純
化
3
ん
ど
し
、
常
^
成
る
種
‘の

範
式
^
從
つ
て
其
の
意
⑴心
を
決
定
す
る
。
故
に
研
究 

者
の
的
は
、
虛
偽
な
.る
範
.式
^
代
ふ
る
^
正
.確
な
る
範
式
を
以
て
す
る
に
.在
る
_
>。(

独
5
彼
に
.從
へ
ば「

一
 ̂

の
^
粤
は
，B
納
R
t
dつ.て
桃
成
^
れ
る」
。「

歸
納
は
事
象
の
.證
OJ
)
で
あ
6
、溃
»
は
明
■

な
6 

V
Jrn
心#
3
れ
た
る
槪
栖 

的
法
則
の
®
結
で
あ
る
J

S

Sビ
言
ふ
。
故
^

#の
自
的
.̂
す
_ふ
ヒ
乙
ろ
は
、經
濟
现
象
の
馆
常
的
|1!

«
的
な
る 

關
係
を
«'
示
す
る
^
こ
ろ
の
'1
»
納
法
則
を
破
立
す
る
^
在
る
.
.。

(

飩
把
，.

ly
u
述
の
勿
く
、
彼
は
、
經
濟
现
象
の
此
..の
祓
雜
な
る
因
架
關
係
を
研
究
す
る
：̂

當
6
、
.
極
.め
て
徹
底
せ
る
樂
天
« 

V
J 站
碰VJ 
し

た

.。

彼

の

經

濟

學

は

 

physioci-ates. 

Smith, 

R
i
c
a
r
d
o
,

等 VJ 
均

し

く H
o
m
m
o

 

e
c
o
n
o
m
i
c
u
s

 
を

前

提 

ゼ
：す

る

。

然

る

が

故
^
、
古
典
學
派
R

S
し
て
試
み
た
.る

L
:

 

B
r
e
n
u
p
o

の
.反
經
濟
人
論
.
^
.
.
反
對
す
る
。
日
く「

經
濟 

火

の

：杣

象

ば

：科

：擧

的

：方

法

化

属

满

■

—

•̂•
%
、
；
福

儕*

^

に
侬
つ
：て
.鐵
か
れ
.る
な
，ら

「

ば

ノ

を

の

行

爲

は

、
，既

k
經
濟
的
行
爲
た
6

#
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
.に
、
經
濟
學
は
糙 

が
w 

ftf
に
.
^
：!
つ
て
生
す
グ
。

'I
T
濟

的

行
#
の

み

を
11
ハ
の
.
«-^
到

象V」

す

る
Lo(
KL
jL
レ

故
k
經

濟

學
k
於

け

る
^
濟

人

の
前
提
は
、
方
法
論
的
紀
見
て
、
'當
然
で
あ
る
，、

」

考
へ
る
。

而
し
て
、G

u
y
o
t

‘
の
.自
ら
誇
る
'論
織
は
、
偾
値
，の
宛
義
並
R
.
.使
甩
價
値
S
交
換
僙
値
ビ
の
間
代
於
け
る
矛
盾
の
* 

決
^
在
る
。8

5

彼
は
、燠
太
利
學
派
の
限
界
效
用
說
を
排
し
て
、
事
實
^
適
合
せ
ざ
る
主
舰
論
な
办
^
爲
し
た
る 

爆
、
從
來
の
偾
値
說
を
次
の
五
つ
に
分
擎
る
。

. 

一
、
：
«

^
ビ
«

»

?の
^
同
_

_

_

»の
爲
に
.、
兖
換
僙
値
及)

：び
：他
用
價
値
竺
芬
ふ
が
如
丨
價
値
な
る
語
^

9
々
な 

:

る
補
雜
を
必
舉
ど
し
て
居
る
ノ
ハ
^
仏
印
日s

m
i
t
h
.
)

.

ニ
、
價
値
一
は
^
働
ょ 

6 生
ず VJ 
爲
す
說(

R
i
c
a
r
d
o
/
n
o
d
b
e
r
t
u
s
/
M
a
r
x
)
.

，三
"

K

1

1以
て
、.
效
用
ぞ
れ
-N 1
體

(£
;
し
て
考
察
^
れ
た
る
事
物
ぐ」

爲
す
說cHurgot, 

Condillac, 

Rossi, 

Moli-

:

 ̂. 

.

.

.

.
 

, 

. 

. 

. 

.

-■
-*.
.

-1
: 

.

四
、，
價
俽
は
、
其
の
所
有
者
な
.ら
.ざ
る
他
人
に
依
つ
て
評
價
3
れ
た
る
效
用
に
依
，つ
て
決
定
^

れ

る

VJ.

爲
す
說 

:

(
s
a
y
)

 

. 

- 

■ 

. 

, 

一
 

- 

•
.五
、
.偕
値
は
、
客
観
的
資
本
k
.關
係
な
き
人
的
，勤
務
ょ

6
.生
ず
ど
爲
す
說C

B
I
i
a
o
c

韩
七)

：

.

,
,然
_
6
_(

_

0
^;
©:
'
身

0;
_
1
1
|
1
#
_

何

。

」

：
亂

ら_
義

獄

義

既_

—

«霞

1
_

鼠

费

じぶ
は
へ
|
:集
|«
に
依
^

TC

所
布
^
れ
た
.る
效
用V

J
、.

他
人
若
し
べ
ば
他
集
_
の
.欲
«
及
.び
«
質
カ
ぐ」

の
.比
で
あ
.る
.

」

V
J
O£

た
而
し
て
彼
は
效 

用
V
Jff
i
値VJ.

の
.矛
®
を
解
決
せ
ん
ビ
し
て
.、，
资
本
.の
分
«
を
論
ず
る
の
.で
あ
る
。

ン
‘

G
u
y
o
t

は
言
ふ
。

效
用w

偾
値vj

の
矛
盾
を
解
決
せ
‘ん

が
爲
R-
は
、
國
.民
經
濟
R
於
け
る
is
!
.定
资
本
ど
流
.動 

資
本vj

の
區
別
ょ
6
出
發
し
な
け
.れ
'ば
な
ら
2
‘。
.
.此
の
«
別
.は
"
00
.§
;
5*
-

^
於
\し
：
は

，未

だ
||
)-
1盼

で
.な
い
。
確
然
之
を

第
二
.十
.

VI

卷

(

七
八
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y
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y.veso.uyo 
デ

逝

；く v 

第

六

號 

U
U
M
: 

分

類

七

た

，み

最

初

の
'% :
0 ;
ば

0
1
:
|
. 

.
M
e
n
i
e
r

 

. 

8

.丸
0
並

.

余̂

^
あ

る

，

闽

觉

資

本

ビ

は

フ

生

產

枚

山

つ

て

其

の

同
 

一
&: 

を

戀

ぜ

ざ

.5
,
が

如

袅

效

川

で

あ

6

、
. 

‘
流

動

，資

本

ム
レ
は

、

:0
:
ハ

の

同

，
一、
性
.を

變

ず

备

が

如

き

一

切

の

效

：用

を

言

ふ

.产

換

發

^
^ ̂

す

れ

ば

、

前

者

は

變

‘化

す

5'
.事

^ .
さ

效

;]
]

ょ

6

な

4

、

後

者

は

、

變

化

す

る

事

に

侬

つ

て

の

み

效

JI
J
ょ

6

生

じ

#

る

 

の

で

あ

る

、r

辟
ー

.

.〇
>
:人

間

#

.

«の
^

產

ガ

は

11
5
1定

資

本

_;の

桉

術

的

.完

.成

.ど

共

S

進

し

、

原

料

は

生

康

行

描

に

於

て

. 

ょ

ヶ

少

く

消

耗

さ

れ

：、
.
生

.麻

物

ぼ

.益

—

f

な

6

、
生

衆

；#

の

減

少

R

f

e^'
.
一
 

層

安

價

も

な

.る

の

.で

あ

る

。

即

ち

.流

動

 

資

本

は
 

'
 の

惙

値

益 

<
‘
下

‘落

，
し

；
、
闹

定

資

本

(

，
生

.產

，
用

真
3
.の

.中

に

附

加

ざ

れ

て

行

ぐ

：。
從

0
セ

.
@
足

資

本

の

偾

値

は

碑

騰

*

す

る

の

で

あ

る

ッ

斯

ぐ

し

て

、
S
a
y
,

 

s
i
s
m
o
m
j
i
,

 

P
r
o
u
d
h
o
n

の

矛

播

論

に

答

べ

て

言

ふ

。

-
-
-M

濟

的

進

步

の

艰
举
は
、
凋
定
资
本
の
絕
對
的
並
に
和
對
的
偾
値
の
咐
加
、
流
動
資
本
の
取
佗
偕
値
の
減
少
、
そ
の
.總
體
债
#:
の
拊 

加
^
在
る
.
/
/

」

。(

能
.1

*
0即
ち
.Gu

y
o
t

k
從
へ
ば
.、
斯
く
し
て
國
民
經
濟
に
於
け
る
效
川
ど
愤
値
ど
は
、
決
し
で
反 

«
の
方
昀
^
動
く
も
の
で
は
な
い
~
の
で
あ
る
。
•

‘

..

.

J I. 

'yves-Guvot
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s
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a
c
e
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«.
c
o
n
o
m
i
q
u
e
v
.
-
p
. 

- 

.
9

00
:
.
.
.
-
.

九 

Ch. Teenier, .T1

を He'et .Application, de. rlmp

c)t-sur 】.e-.:ĉ
^

J
o Yves-Gpyov La scier.ce

B'onomî
e- p.. 6S 

ノ

ニ 

Y
ves-Guyot, 

o
p
.

o

rp. 

2
4
7
. 

.

.

四

結

論

ン

.
Guyot,

の
自
.ら
以
て
經
濟
學
上
v>
貢
，献 > 」

な
す
«

.#
:
論
.‘は
略
1:以
.上
:0
如
X
で

あ

る

。
埤

見

を

^

‘て

す

れ

ば
；Smith 

以
-來
益

，？
紛

糾
^
10
:
ね
來
‘れ
.5-
«
値

論

が.6
7̂
0マ
.ド
依
0
.て
，完

每

に«決
せ

も/1
炎
6
.ど

は

考

へ
ら

れ

な

い

W
a
h
a

 

も
l

a
っ

て

极

るO
I

「

固
定
資
本
.ど
流
動
資
本
ゼ
の
矛
盾
を
確
饑
む
た
ビ
言
ふ
.彼
の
要
求
せ
關
し
て
は

、

充
分
眞
而 

目
に
許
溶
す
る
事
は
‘出

.來
客
い
0 
6

1

.の
議
論
技
.效
用
ビ
.愤
値
ビ
の
矛
廇
を
未
だ
充
分
に
解
決
し
得
な
S

で
ぁ 

る
o
. 

•
.

…

效
'̂
]V

」

價
値.

S

の
矛
盾
は
次
の
場
合
に
於
て
始
め
ズ
解
.決
，せ
ら

れ

る

>
o ;即
ち

、

使
用
愤
攸
が
論
ぜ
ら

れ

る

 

^
.乙
ろ
^
泠
て
は
、.交
換
偾
値
が
取
撳
は
れ
る
.場
合
狀
於
け
る
.̂
蚀

、
、
別

個

，の

数

量

、

別

個

5
、

欲
紫
が
.前
扱
さ
れ
:̂ 

が
故
に
、
此
の
矛
府
が
生
ず
る
(£
•
言
ふ
辦
を
確
認
す
る
場
合
^
、
永
苹
の
懸
案
-た
る
他
用
侦
値
ど
交
換
惯
#:V 」

の
矛 

喷
は
充
分
に
解
決
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。o

u
y
o
t

は
先
づ
效
用
の
溉
念
を
ば
、
彼
の
恨
他
定
義
の
投
は
る
ビ
防
一
方 

向
に
於V

定
め
る
必
恶
が
あ
っ
た
。
然
ぅ
'し
;2
^
ら
ば
、
此
'の
.矛
腐
は
：
本«
土
.解

決
^
れ

た
-:
0
あ

ら

ぅ.

」

ビ
。
，
技

こ

- 

o

f
の
愤
攸
論
は
內
在
的
主
觀
論(

部
ニ」

で
.あ
3
な
，.が
、;&
、'然
か
^
彼
は
"
確
か
は
偾
値
の
容
觀
的
架
素
"
W 

觀
的
站
礎V 」

し
て
"
生
產
奴
ど
認
め
て
思
る
。
人
替
0
然
か
も
"
彼

の

效

：用

の

槪

念

.が
她
.
不̂
明
»
.で
あ
る
っ
或
る
||
4 

は
、‘
-欲
紫
充
‘见

杯
對
す
る
落
«
的
適
合
性
、己
解
し
、
又
或
る
時
は
、
此
の
適
合
性
の
.主
觀
的
評
偾
ど
解
し
て
圾
る
。

節
ニ 4-

ニ
饴

.

(

七
九
ー

.

)
Yves

-Ouyot

逝
ぐ 

铱
ブ

#

七

^



第
二
十
二
卷(

七
九
0

.. Yyes.-Guyot

逝
く 

£
、虎

.ヒ
、

G

I)
»
く
の
勿
^
槪
念
の
混
胤
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
.の
主
観
論
其
れ
®
體
も
誤
.つ
て
®
る
、彼
は
僧
値
を
以
\じ
、

一
彻
人
の
有
す
る
效
;1
]
、匕
他
人
の
欲
紫
、匕
の
、比
率
で
あ
る
ど
.見
て
思
る
が
、
一
一
個
の
效
;]
J
が
交
換
せ
ら
る
、
fl
u
(c
、

务

人

は

を

の

效

凡

卷

<
評
惯
す
る
.の
で
，あ
る
。
■即
ち
彼
.等
交
換
者
の
間
に
、興
れ
，る
ニ
個
の
評
？

_

ど
す
る
一

致
が
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
なS

。

然
る
に
.

G
u
y
o
t

の
定
義
.は
'、
ニ
個
の
效
用
.の
此
の
二
致
せ
る
評
偾
を
表
し
て
®
 

な
い
の
で
あ
る
。(
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